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【発表概要】 
 昨今、新興国特許調査が脚光を浴びている。本稿では台湾の特許調査について検

討を行った。台湾特許について、商用 DB(データベース)においては、DB の収録率、

収録タイムラグ等に問題がある場合が多い。また、英語キーワードのみを用いた検索

では、ほとんどの DB の場合、検索可能な範囲は要約までで、クレーム以下は検索で

きないことが多く、網羅的に調査することは難しい。台湾経済部知慧財産局 DB（以下、

TWPAT）や、その他の商用 DB で繁体字中国語を用いた検索での補完を含め、

網羅的かつ効率的に、台湾特許を調査する手法について検討したので報告する。 
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1.はじめに

近年、台湾の技術力の進歩は半導体

分野などの先端技術においても著しく、

また中国で活躍している企業でも台湾系

の企業も多く、台湾特許の動向を正確に

調べることの必要性は、分野で状況は異

なるものの、高くなっている。しかし、台

湾特許の調査については、商用 DB の

収録も十分でない状況と報告されており
[1] [2]、特に商用 DB での調査の際は収録

状況にも留意する必要がある。 
まず、台湾特許、実案（実用新案）出

願動向を特許庁統計から独自にまとめ、

台湾からの出願、他地域（Others）から

の出願に色分けし、図 1 に示す。 
台湾出願動向
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図 1. 台湾特許・実案出願動向 

 
2012 年度でも、特許+実案では、約 6

割が台湾からの出願となっており、注意

が必要である。 
これらの特許をクレーム以下のキーワ

ード検索を含め網羅的に調査する場合

は、中国語（台湾の場合は繁体字）を併

用した調査が必要になると考える。 
また、台湾経済部知慧財産局 DB 

(TWPAT  http://twpat.tipo.gov.tw）

は、2013 年 7 月に大幅なリニューア

ルがあり、機能アップが図られている。

TWPAT には中国語版と、英語版の

DB があるが、英語版では要約までし

か検索できず、さらには登録特許につ

いては、２００８年以降は要約が収録

されていないため、検索用途としては

かなり限定的な使用しかできない。 

中国語版 TWPAT についても、要約

までと、クレーム以下の収録には、タ

イムラグが有り、特に SDI などに利用

する場合は、後日再検索し、補完する

などの注意が必要である。（図 2） 

 
  図 2.  中国語版 TWPAT 収録 
 

2.検討内容 
台湾特許（実案を含む）を収録する

商用 DB が数多くあり、特に台湾に特

化した中国語 DB としては、

LearningTech 社の WEBPAT 
(http://webpat.tw/ )がある。また、英

語のみのＤＢとしては、WPI（トムソ

ン・ロイター社）やShareresearch((株)
日立製作所)などがあり、英語だけで

なく原語（中国語）も併用しハイブリ

ッド検索[3]可能な DB としては、

PatBase(RWS ｸﾞﾙｰﾌﾟ社)や
Orbit.com(Questel 社)などがあり、こ

れらの DB について、TWPAT と比較

し検証した。 
 
2-1）商用 DB 収録確認 
各 DB（A～E と表記）について、

TWPAT 中国語版 DB の収録を基準と

し、英語 DB については、要約が収録

されているものを、AB=YES のコマ

ンドや、汎用語を用いた収録確認方法
[4]を用い、公開特許、公告・登録特許、

実案について収録を確認した。 
 
2-2）TWPAT 文字化け 
台湾特許については、TWPAT その

もので文字化け（図 3）が発生する（表

示フォントを設定変更することによ

り、文字として認識できる場合もあ
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る）。萘（ナフタレン）、鎓（オニウム）、

肟（オキシム）、呋喃（フラン）、醌（キ

ノン）、喹啉（キノリン）について、

TWPAT での文字化け挙動を発明の名

称、要約フィールドで調べた。 
 

 
 図 3.  文字化け例（ナフタレン） 
 
2-3）中国語繁体字、簡体字混用 
中国語には、台湾地域で使われてい

る繁体字と、中国本土で使われている

簡体字があるが、携帯電話を示す手機

（繁体字）と手机(簡体字)の検索時の

字体混用について調べた。 
 
2-4) ハイブリッド DB 原語収録 
ハイブリッド型 DB の DB-C,DB-D

について、台湾公開特許（2003 年～）、

について、各年度 n=10 でクレーム収

録を目視で確認した。 
 
2-5）台湾特許中国語クレーム検索 

2010年～2013年発行の台湾公開特

許を対象に、透明質酸（ヒアルロン酸）、

糖醛酸（ウロン酸）、萘（ナフタレン）、

膜（膜）について、中国語検索可能な

DB で、中国語版 TWPAT を基準とし

た網羅性について調べた。 
 
3.検討結果 
3-1）商用 DB 収録確認 
図 4～図 6 に、台湾公開特許、公告・

登録特許、実案の商用 DB 収録をまと

めた。（2013.7.12 収録確認） 
 収録タイムラグを許容するとして

も、DB-A,B,C 以外は、収録に問題が

あり、台湾特許を調査する場合は、用

いる DB の選択も重要である。 
台湾公開特許収録率
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  図 4.  商用 DB 公開特許収録確認 
 

台湾公告・登録特許収録
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 図 5. 商用 DB 公告・登録特許収録確認 
 

台湾実用新案収録
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図 6. 商用 DB 実案収録確認 

3-2）TWPAT 文字化け 
発明の名称、要約における６表記

（ナフタレン等）の正常表記、文字化

けの結果を図 7 に示す。2009 年頃か

ら挙動が変化しているが、継続して文

字化けがあり、文字化けも一種の異表

記として考え、検索する必要がある。 
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台湾公開特許　文字化け動向（6表記）
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図 7. TWPAT 公開特許文字化け 
  

3-3）中国語繁体字、簡体字混用 
中国語版 TWPAT では、中国本土で

用いられる簡体字で検索しても、台湾地

域で用いられる繁体字に自動変換され

検索されているようで、DB により字体の

扱いが異なる。（表.1） 
表 1. 繁体字検索と簡体字検索 

  
手機 
(繁体字) 

手机
(簡体字) 備考 

TWPAT 100% *
100% 

自動変

換 

DB-A(公報

型） 
100% 0%   

DB-C（ハイ

ブリッド型） 
100% *

29% 
中国ファ

ミリー分 

DB-D ハイ

ブリッド型） 
100% 

*
29% 

中国ファ

ミリー分 

3-4) ハイブリッド DB 原語収録 
ハイブリッド DB における台湾公開特許

の原文クレーム収録率を図 8 に示す。 
原文クレーム収録率（公開特許）
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図 8. ハイブリッド DB 原文クレーム収録 

3-5）台湾特許中国語クレーム検索 
中国語検索可能な DB で、4 種のキー

ワードを用い検索し、TWPAT を基準

に「再現性」をまとめ、図 9 に示す。 
 

 
図 9. クレーム検索再現率（2013.7.18 確認） 
 

4.考察 
 

台湾特許の収録状況を見る限り、特

許、実案の両方を問題なく収録できてい

る DB は限られており、どの DB で調査

するかにより、結果が大きく異なる可能

性ある。しかし、数年前とは異なり、英語

ベースの DB でも要約までは漏れ無く収

録されている DB もあり、隔世の感があ

る。 
また WPI を用いた検証から、台湾公

開特許のうち約 30％は台湾のみにしか

出願されておらず（図 10）、英語要約ま

での検索では限界がある。 
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図 10. 台湾公開特許 台湾のみ出願率 
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ただし、中国語も併用して検索する場

合は、注意が必要である。特に台湾では、

TWPAT 上で文字化けがあり（図 3）、現

在も DB 上で文字化け情報を含む特許

が新規分についても存在し、総数として

増加している。調査の際は、異表記とし

て、文字化けがないかを確認し、もし、あ

る場合は、それも異表記の一つに加え

検索する必要がある。 
なお、TWPAT 上での文字化けは、現

地代理人を通じて、台湾経済部知慧財

産局に確認した結果、中国語 OS では

（修正パッチ）フォントをインストールする

ことにより、正常に見えるとのことであるが、

日本の OS には非対応とのことであり、か

つ文字化けしたものが異表記で存在す

る事実に変わりはない。 
 
字体については、TWPAT では中国

本土で使われる簡体字で入力しても、自

動的に台湾で使われる繁体字に変換す

るが、他の DB では、ヒットしないので注

意が必要である。（表 1） 
 
また、台湾と、中国ではキーワードの

表記も異なる場合が有り、mobile phone
の英語タイトルで検索した場合、表 2 の

ように同一ファミリーの特許でも、台湾、

中国のキーワード表記が字体（繁体字、

簡体字）の違いだけにとどまらず、表記

そのものが違ってくる場合があるので注

意が必要と考える。 
 

表 2. 同一ファミリー mobile phone 表記例 
中国簡体字 

表記 

台湾繁体字表

記 
備考 

手机 手機 字体変化 

  行動電話 表記変化 

移动通讯装

置 
行動通訊裝置 表記変化 

手持通信 手持通訊 表記変化 

 
 
また、台湾公開特許のクレーム検索で

の「再現性」を確認したが、中国語キー

ワードを用いて検索する場合は、その中

国語部分の収録（図 8）にも気をつける

必要があり、今回は収録そのものが問題

ない範囲で、共通に比較できる中で検

証した。（図 9） 
図 9 の結果を見ると、単に収録だけで

はなく、検索ロジックや、DB の限界につ

いても、考慮する必要があると考える。具

体的にはキーワードによって、その「再

現率」が大きく異なっており、これは部分

一致という簡単な検索ロジックだけで、検

索されるわけでなく、インデキシングされ

たものを検索する場合もあることを示して

いると考える。例えば、DB-A でのクレー

ム検索で、“糖醛酸”検索で漏れた特許

を解析すると、“一聚半乳糖醛酸酶”

や、“聚半乳糖醛酸”で検索するとヒ

ットすることが判明している。 

また、中国語では 1 文字でナフタレン

を意味する“萘”の文字があるように、

1 文字での検索が必要な場合あるが、そ

の際も「再現性」が不十分または、検索

不能な場合もあり、注意が必要である。 
 
ただし、中国語版 TWPAT では、コマ

ンド検索でも、検索フィールドごとに個別

にキーワード設定する必要があり、図 11
のように検索式が複雑になり易く、その

場合、タイムアウトエラーが発生し、検索

できなことも多いので、注意が必要であ

る。またダウンロードも 1 回 300 件までの

制限があり注意が必要である。 
 

 
   ↓検索後、タイムアウトエラー発生 

 
  図 11. TWPAT での検索エラー 
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これらの結果から、台湾特許を網羅的

に、調べるのは非常に困難が伴うが、特

許出願件数自体が 5 万件/年程度であり、

力技的に、広く取るような手法も可能と考

える。なお、登録特許の年金支払状況も、

TWPAT より、書誌情報と一緒にダウンロ

ード可能で、登録特許の生死判別も可

能である。 
 

なお、TWPAT は 2013 年 7 月に大幅

なリニューアルがあり、調査分析に役立

つ機能も登場した。例としては、特許分

析機能がある。これは、無料ユーザー登

録をした上で、ログインした際にのみ使

用できる機能で、Max3000 件のデータ

ーが解析でき、各項目上位 30 位までが

表示可能である。解析できる項目は、筆

頭出願人、IPC、発行年、発明者である。

図 12 に,筆頭出願人について分析した

結果を示す。 
 

 

 
図 12. 筆頭出願人分析例  

(中国語版 TWPAT ログイン) 
  
このように、中国語出願人名で統計解

析すると、ローカル出願人についても、

表記割れ少なく解析でき、リスト表示及

びグラフ表示可能で、非常に有用である

と考える。 
その他にも、TWPAT には、中英辞書、

技術辞書、出願人辞書、同義語辞書な

ど、調査に役立つツールもあり、10 月の

本発表の際に時間のある限り紹介したい

と考えている。 
 
なお、本研究は、アジア特許情報研

究会 2013 年度ワーキングによるもので、

記載されたメンバー以外にも多くの方々

にアドバイスいただいたこと深く感謝しま

す。 
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